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明
治
・
大
正
・
昭
和
初
期

は
、
大
多
数
の
日
本
国
民
に

と
っ
て
、
医
療
は
縁
の
な
い

も
の
に
等
し
か
っ
た
。

　

特
に
農
村
で
は
、
死
亡
し

て
診
断
書
を
書
い
て
も
ら
う

と
き
し
か
村
の
開
業
医
に
か

か
れ
な
か
っ
た
。
一
方
で
労

働
者
の
健
康
状
態
は
、
日
本

資
本
主
義
創
成
期
の
発
展
の

原
動
力
と
な
っ
た
、
紡
績
女

工
た
ち
の
結
核
で
若
い
生
命

を
絶
っ
て
通
っ
た
姿
に
象
徴

さ
れ
る
。

　

今
も
話
題
の
小
林
多
喜
二
『
蟹
工
船
』
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
戦
前
の
絶
対
主
義
的
天

皇
制
の
も
と
で
、
反
戦
運
動
、
労
働
運
動
、
文
化
運
動
は
確
か
に
あ
っ
た
。
戦
争
や
貧
困
の

な
い
豊
か
な
社
会
の
建
設
を
目
指
す
活
動
は
、
戦
前
か
ら
脈
々
と
続
き
戦
後
に
花
開
い
た
と

い
え
よ
う
。
医
療
の
分
野
で
も
、
戦
前
に
、
誰
も
が
い
つ
で
も
医
療
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に

自
分
た
ち
の
病
院
を
持
と
う
と
活
動
し
た
人
た
ち
が
い
た
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
そ

の
運
動
を
推
進
す
る
役
割
を
果
た
し
た
の
が
「
機
関
紙
」
だ
っ
た
。
戦
前
戦
後
の
機
関
紙
の

役
割
や
、
無
産
者
医
療
運
動
に
つ
い
て
日
本
機
関
紙
協
会
大
阪
府
本
部
・
機
関
紙
の
歴
史
研

究
会
か
ら
ご
投
稿
い
た
だ
い
た
。（
編
集
部
）

中心に機関紙があった中心に機関紙があった

三島無産者診療所の開所を予告するポスター

　

日
本
の
産
業
革
命
は
日
清

戦
争
か
ら
日
露
戦
争
ま
で
の

明
治
30
年
代
に
ほ
ぼ
完
了

し
、
労
働
者
階
級
が
新
し
く

成
立
し
た
。
１
８
９
７
年

（
明
治
30
）
に
鉄
工
組
合
と

労
働
新
聞
社
が
作
ら
れ
、
労

働
新
聞
社
か
ら
『
労
働
世

界
』（
タ
ブ
ロ
イ
ド
判
・
月

２
回
刊
）
が
刊
行
さ
れ
た
。

「
労
働
は
神
聖
な
り
」「
団

結
は
勢
力
な
り
」
を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
発
行
さ
れ
、
こ
れ
が

日
本
に
お
け
る
近
代
的
な
機

関
紙
の
出
発
点
だ
っ
た
。

　

創
刊
号
は
同
年
12
月
１
日

付
で
12
㌻
（
通
常
10
㌻
）、

１
部
２
銭
の
前
払
い
を
原
則

に
し
た
有
料
購
読
制
で
、
１

０
０
号
ま
で
発
行
さ
れ
た
。

労
働
組
合
期
成
会
を
母
体

に
、
日
本
鉄
道
矯
正
会
、
活

版
工
組
合
も
作
ら
れ
、
個
人

加
盟
で
産
業
別
に
労
働
者
が

組
合
員
に
な
っ
て
い
き
読
者

も
増
え
た
。

　

こ
れ
に
対
し
天
皇
制
政
府

は
１
９
０
０
年（
明
治
33
）、

「
治
安
検
察
法
」
と
い
う
労

働
運
動
、
社
会
主
義
運
動
、

農
民
運
動
な
ど
す
べ
て
の
民

主
的
大
衆
運
動
の
弾
圧
法
を

公
布
し
、『
労
働
世
界
』も
、

組
合
員
減
に
よ
る
減
紙
で
維

持
不
能
と
な
っ
た
。
弾
圧
の

も
と
で
ス
ト
ラ
イ
キ
が
続
発

し
、
11
年
に
は
、
東
京
市
電

６
千
人
の
大
ス
ト
ラ
イ
キ
な

ど
が
起
こ
っ
た
。

　

25
年
（
大
正
14
）
に
政
府

は
治
安
維
持
法
を
制
定
、
人

権
や
思
想
そ
の
も
の
が
弾
圧

さ
れ
た
。
特
高
警
察
に
よ
る

不
断
の
弾
圧
な
ど
に
よ
っ

て
、
産
業
別
労
働
組
合
な
ど

は
事
務
所
を
構
え
て
機
関
紙

を
発
行
す
る
こ
と
が
で
き

ず
、
秘
密
の
事
務
所
、
秘
密

の
印
刷
所
、
秘
密
の
配
布
網

が
必
要
だ
っ
た
。

年
８
月
に
三
島
無
産
者
診
療

所
（
現
・
相
川
病
院
）
と
西

成
診
療
所
を
開
設
。
32
年
11

月
に
片
町
診
療
所
、
33
年
７

月
に
東
成
診
療
所
、
35
年
に

築
港
診
療
所
と
６
カ
所
の
新

診
療
所
が
住
民
参
加
で
生
ま

れ
た
。
弾
圧
に
よ
る
犠
牲
者

救
援
に
は
じ
ま
り
、
労
働
者

・
農
民
の
た
め
の
医
療
や
救

援
の
活
動
を
行
っ
た
。
そ
し

て
、
機
関
紙
で
医
療
活
動
の

紹
介
や
訴
え
を
掲
載
し
、
患

者
本
位
の
運
動
を
広
げ
て
い

っ
た
。
大
阪
で
最
後
ま
で
残

っ
た
東
成
診
療
所
で
は
、

「
家
庭
保
健
会
」
を
組
織

し
、
運
動
の
大
衆
化
を
進
め

共
同
購
入
な
ど
も
行
っ
た
。

参
加
し
た
。

　

横
田
甚
太
郎
は
、
次
の
よ

う
に
回
想
し
て
い
る
。「
先
生

は
給
料
は
と
ら
な
い
、
な
い

も
の
は
と
れ
な
い
と
言
い
、

診
療
は
朝
９
時
か
ら
夜
９
時

頃
ま
で
で
、
診
察
台
で
寝
て

お
ら
れ
た
。
そ
の
う
ち
に
合

宿
所
が
で
き
て
、
そ
こ
に
泊

ま
っ
て
も
ら
っ
た
。
先
生
は

質
素
な
生
活
を
望
ま
れ
た
」。

　

加
藤
医
師
は
虫
垂
炎
で
亡

く
な
り
、
そ
の
後
、
篠
原
医

師
を
招
く
が
、
弾
圧
と
経
営

難
で
34
年
に
閉
鎖
に
追
い
込

ま
れ
る
。

長
、
京
都
府
保
険
医
協
会
名

誉
理
事
長
）
も
週
１
回
、
半

年
く
ら
い
薬
局
と
医
療
相
談

を
受
け
持
っ
た
。
加
藤
医
師

が
浜
松
の
連
隊
に
召
集
さ
れ

た
と
き
も
、
篠
原
一
夫
ら
が

応
援
医
師
と
し
て
か
け
つ

け
、
診
療
は
続
け
ら
れ
た
。

　

地
域
の
要
求
を
ま
と
め
て

産
婆
部
、
歯
科
部
を
併
設
、

そ
の
た
め
の
施
設
拡
大
の
２

０
０
円
の
基
金
カ
ン
パ
を
集

め
た
。
歯
科
は
公
衆
病
院
よ

り
移
っ
た
辻
本
春
男
が
担

当
、
歯
科
学
生
グ
ル
ー
プ
南

正
雄
、
松
井
福
太
郎
が
応
援

ＪＲ吹田駅前、ダイエーの横に建っている三
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を
受
け
た
。
し
か
し
、
診
療

所
に
患
者
を
取
ら
れ
る
の
を

恐
れ
た
地
元
医
師
会
の
圧
力

で
、
最
初
の
半
年
間
は
健
康

保
険
医
と
し
て
許
可
し
て
も

ら
え
ず
、
実
費
診
療
で
経
営

困
難
が
続
き
、
職
員
は
６
カ

月
給
料
な
し
だ
っ
た
。

　

36
年
３
月
に
創
刊
さ
れ
た

『
医
療
と
社
会
』
は
、
東
成

診
療
所
の
運
動
に
参
加
し
た

青
年
医
師
や
、
医
学
生
が
発

行
し
た
も
の
で
、
彼
ら
は

「
青
年
医
師
ク
ラ
ブ
」
を
結

成
し
活
動
し
た
。

診
療
所
所
長
）、
岡
谷
実（
後

に
岡
谷
会
名
誉
理
事
長
）、

林
喜
彦（
後
に
西
淀
病
院
院

長
）、
森
堅
志
、
杉
山
茂
、

荒
川
久
良
、
中
野
進
、
山
田

某
ら
の
医
師
で
東
成
診
療
所

を
支
え
た
。

　

東
成
診
療
所
は
大
阪
市
電

今
里
車
庫
の
労
働
者
に
支
え

ら
れ
、
猪
飼
野
地
区
の
朝
鮮

人
、
地
域
住
民
の
熱
い
支
持

　

東
成
診
療
所
は
、
33
年
７

月
20
日
、
大
阪
市
東
成
区
猪

飼
野
町
大
通
り
に
設
立
さ
れ

た
。
労
農
救
援
会
大
阪
支
部

と
大
阪
市
電
の
労
働
者
た
ち

は
、
奈
良
の
病
院
に
勤
め
て

い
た
桑
原
康
則
医
師
（
後
に

保
団
連
副
会
長
）
を
強
引
に

連
れ
て
き
た
。
他
に
、
中
野

信
夫
、
稲
次
直
己
、
潮
田
富

士
男
、
山
本
漸
（
後
に
淡
路

　

28
年
（
昭
和
３
）
に
は
、

第
１
回
普
通
選
挙
が
施
行
さ

れ
、
労
農
政
党
か
ら
多
数
立

候
補
し
当
選
者
も
出
し
た
。

絶
対
主
義
天
皇
制
権
力
は
、

治
安
維
持
法
に
よ
っ
て
弾
圧

を
繰
り
返
し
た
が
、
労
働
者

・
農
民
は
、
犠
牲
者
救
援
の

た
め
日
本
労
農
救
援
会
と
日

本
無
産
者
医
療
同
盟
を
組
織

し
て
い
っ
た
。

　

29
年
、
雑
誌
『
戦
旗
』
に

「〈
３
月
15
日
記
念
事
業
〉

労
働
者
農
民
の
病
院
を
作

れ
！
」
と
ア
ピ
ー
ル
が
発
表

さ
れ
た
。
ア
ピ
ー
ル
で
は
、

貧
困
と
疾
病
に
苦
し
む
労
働

者
や
農
民
の
現
状
と
差
別
医

療
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
、

自
ら
の
病
院
建
設
が
必
要
だ

と
訴
え
た
。
そ
れ
に
こ
た
え

て
、
30
年
１
月
、
最
初
の
無

産
者
診
療
所
＝
大
崎
診
療
所

が
東
京
に
設
立
さ
れ
た
。

　

運
動
は
各
地
で
広
が
り
、

31
年
10
月
25
日
、
日
本
無
産

者
医
療
同
盟
の
結
成
大
会
が

東
京
上
野
の
自
治
会
館
で
開

か
れ
た
。
同
盟
員
は
、
１
年

あ
ま
り
で
全
国
で
２
千
人
を

超
え
13
府
県
に
広
が
る
。

　

大
阪
は
、
31
年
２
月
に
大

阪
無
産
者
診
療
所
開
設
、
同

　

公
衆
病
院
で
活
躍
し
て
い

た
医
師
の
岩
井
弼
次
と
小
岩

井
浄
（
弁
護
士
）
ら
が
、
労

働
組
合
や
文
化
団
体
と
の
討

議
を
重
ね
て
、
大
阪
無
産
者

病
院
設
立
実
行
委
員
会
を
結

成
し
、
31
年
２
月
、
大
阪
市

福
島
区
に
、
大
阪
無
産
者
診

療
所
（
西
野
田
無
産
者
診
療

所
と
も
い
う
）
が
開
設
さ

れ
、
こ
れ
が
関
西
で
初
の
無

産
者
診
療
所
だ
っ
た
。

　

大
阪
の
無
産
者
診
療
所
の

諸
運
動
は
、
川
上
貫
一
を
思

想
面
の
支
柱
と
し
、
岩
井
弼

次
が
医
療
面
の
支
柱
と
し
て

発
展
す
る
。
川
上
は
大
阪
府

の
社
会
福
祉
主
事
で
、
社
会

運
動
に
指
導
的
役
割
を
果
た

し
て
い
た
。
大
阪
無
産
者
診

療
所
の
所
長
は
篠
原
一
夫

で
、
開
設
当
時
か
ら
患
者
は

多
か
っ
た
が
、
官
憲
に
よ
る

弾
圧
が
激
し
く
な
り
翌
年
、

閉
鎖
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

　

全
国
的
に
50
余
の
診
療
所

が
設
立
さ
れ
、
大
阪
で
は
、

　

31
年
８
月
10
日
、
三
島
郡

吹
田
町（
現
在
の
吹
田
市
）、

国
鉄
吹
田
駅
前
の
地
下
道
筋

に
三
島
無
産
者
診
療
所
が
設

立
さ
れ
た
。
当
時
の
吹
田
町

政
は
、
保
守
派
が
会
社
派
と

地
主
に
二
分
し
、
町
民
の
支

持
を
得
る
た
め
実
費
診
療
所

設
立
問
題
で
も
め
て
い
た
。

こ
う
し
た
な
か
で
農
民
の
小

作
争
議
や
、
友
禅
工
場
の
労

働
者
の
ス
ト
ラ
イ
キ
が
お
こ

り
、
ビ
ー
ル
工
場
や
国
鉄
で

も
、
労
働
者
の
活
動
高
揚
を

背
景
に
横
田
甚
太
郎
ら
が
設

立
運
動
を
進
め
た
。

　

初
代
所
長
は
加
藤
虎
之
助

（
京
都
帝
大
卒
、
静
岡
県
下

田
市
出
身
）
で
、
診
療
所
は

「
診
療
無
料
、
薬
代
１
日
１

西
浜
無
産
者
診
療
所
、
片
町

無
産
者
診
療
所
、
築
港
診
療

所
な
ど
が
、
作
っ
て
は
つ
ぶ

さ
れ
、
作
っ
て
は
つ
ぶ
さ
れ

て
い
る
。
そ
の
な
か
で
、
前

半
期
は
三
島
診
療
所
、
後
半

期
は
東
成
無
産
者
診
療
所
の

活
動
が
典
型
的
だ
っ
た
。

錠
10
銭
、
手
術
実
費
」
を
か

か
げ
、
た
い
へ
ん
な
評
判
だ

っ
た
。
学
生
だ
っ
た
中
野
信

夫
（
後
に
保
団
連
初
代
会

無
産
者
医
療
運
動
の
広
が
り

労
働
者
農
民
の
病
院
を

福
島
に
関
西
初
の
診
療
所

大
阪
の
無
産
者
医
療
運
動

「
診
療
無
料
、薬
代
１
日
１
錠
10
銭
」

 

大
人
気
だ
っ
た
三
島
診
療
所

地
域
住
民
か
ら
の
熱
い
支
持

 

労
働
者
が
支
え
た
東
成
診
療
所

いつも活動の
『
労
働
世
界
』の
発
行

近
代
機
関
紙
の
出
発
点


